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1.建築構造 に関す る研 究・設計・技術指

導の総合

―
 (日 本建築学会 「建築雑誌」 1993年 8月 号)一

日本建築学会賞(業績) 中空スラブ,光弾性,流線梁,モ アレ

中空スラブ現場 地上で中空スラブを重ね打ちして,

リフトアップ :佐倉市庁舎

中空スラブと厚い壁で平たいラーメンを構成,

ボイドラーメン :浅川テラスハウス

ポイドラーメン接合部バネルでは

せん断応力が大きい (光弾性)

流体の流線に大梁を,ポテンシャル線

に小梁を :ホテルニューアカオ食堂

X型プレース (光弾性)

れ
ら

・
―  |

|―



菱型ブレース,X型 と同じ効果

菱型ブレースを市松に配置 :

早稲田大学理工学部 51号館

曲げが起きる小屋組 (光弾性):東野高校体育館

膜の傾斜がせん断力,正方形支板

のフラッ トスラブ (モ アレ)

同八角形支板

八角形支板のフラットスラブ

倉庫 :スジャータエ場

藻
~F

■ 饉  」・



2.田村幸雄君学会賞受賞

◎ 建 築 構 造 物 の 風 応 答 と そ の 抑 制 に 関 す る

り肝多宅

正会員  田 村 幸 雄 君

近年の多数の超高層建築物,塔状構造物および大スパン構造物の中には,風に対する応答

が設計上支配的検討対象となるものが増加 している。これらについては,従来の動的耐震設

計と同レベルの耐風設計法と,居住性検討法の確立が強く要請されてきた。この分野に対す

る本論文の貢献は多方面にわたっているが,次の成果が代表的成果として高く評価される。

(1)カ ルマン渦による渦励振現象の解明のために,円筒後流に長さ変動のある非線形振動

子を設定 し,円筒と達成させた力学モデルを考案 した。これは同期現象や多価応答などを含

めて,実験結果を良好な精度で予測できるモデルであって,そ の新鮮なアイデアが高く評価

される。さらにそれを応用 して,正方形角柱の渦励振とギャロピングの複合現象のための優

れた力学モデルを構成するに至ったことも著者のアイデアのポテンシャルを示すものといえ

る。

(2)超高煙突や大型冷却塔に対 して,新 しい幾何学的に相似なレプリカモデルを考案 し,

それらの高次振動をも相似にできるような応答実験を可能にした。

(3)強風下の構造物のランダム振動時の減衰定数をRandom Decrement法 で評価する際の主

要パラメターの影響を検討し,正確な減衰評価を容易に行えるようにした。また,そ の実構

造物への適用結果から減衰定数が振幅に大きく依存することを明らかにした。

(4)Tuned Liquid D3mperに よる風応答の抑制法の実用化への努力で先駆的役割を果たし

た。このほか.次の成果も特筆に値する。
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(5)多点同時計測法による変動風応力および変動風力のスペクトル密度・空間相関特性の

解明に寄与する地検を提示した。また, 自然風中での高層構造物の風方向,風直角方向の振

動および捩れ振動の達成高架を検討し,捩れ一並進連成系による風応答解析の必要性を早期

に指摘 した。

(6)変動風力による構造物の振動の時刻歴解析方法の進展への貢献。

以上,(1),(2,に おける優れたアイデア,(3),(4)の 先駆的貢献,(5),(6)

の地道な努力の積み重ねの成果を中心とする本論文の成果は,都市型建築物や都市施設の新

しい耐風設計法と居住性検討法の進展と風工学の発展に寄与するところが極めて大きい。

よって,こ こに日本建築学会賞を贈るものである。

93.7.23

日村華雄教授・日本建築学会鑢鶯鷺祝賣会

颯
‐
||
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先 日,磐田君か ら, どうして事務所 にあったのかわか らないが,先生の文が

あるので と,「 2704」 とい う,古いガ リ版刷 りの文集 を渡 された。

「2704」 は,学籍番号のは じめにつけられ るもので,「 27」 は昭和 27年入学 ,

「04」 は建築科である。理工学部での創立順位,建築 は 4番 目なのである。

昭和 27年入学 した学生 の 1年生の時の文集の創刊号であ る。 この文集何号

まで続 いたかは知 らない。

昭和 27年入学,31年卒業 のクラスは,私が クラス担任 で あった。内井昭蔵

君のクラスである。 それで私が寄稿 したのであろう。木村幸一郎先生の「新入

学徒へ」 とい う文が巻頭 にある。当時の建築科の主任 は木村先生だった。

私の文 をここに載せ る。

一 年生諸 君 の不安 を除 くため に

松 井源吾

建築科 に入 るときに,建築 と云ふ ことに対す る明確な認識 を持 ってた人 は割

合に少ない と思ひます。特 にめ ぐまれた環境 の人 は別 として。十年前 に建築科

の一年であった私が,やは り,め ぐまれ ざる一人 として,不安 の中に過 した記

憶があ ります。そう云 う人 のために,気休 めになるか と思 って,自分のた どっ

て来た道 をのべや うと思い ます。友達のアルバムをみせ られ る時のや うに,少

しばか り迷惑だが,面白さうにみると云 う程度 に,き いてほ しい。 もう一つの

意図は,自 己暴露は親 し くなる手段ですか ら。何 しろ四年生 までのクラス担当

を命ぜ られているので,親友 にして もらふ必要があ ります。
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諸君の中には,一年でそろそろ感 じている人がいるか もしれ ませ ん。来年 に

なった ら皆 そう思ふ筈ですが,建築の科 目の殆 どが,大変常識的で あること,

浅薄 に見 えることです。十年前の私 は大変 この ことが不満で,(当 時 は勉強家

で したので)勉強の しや うのない科 に入 ったことを大変後悔 しました。科 目の

中で一番,確か らしい もの,構造力学 とかっ鉄骨,鉄筋 の計算に興 味 をもちま

した。之は私の弁解 にすぎな くて,デザ インが一応素質的なもので 自分 にその

素質がないので ともか く勉強すればわか る構造の方 にかたむいた と云ふのが本

当の所でせ う。デザインの人の話 に依 る と,そ こであ きらめてはい けない。素

質があるかないかは,デザインの勉強 を して後わかるのだ さうです。 そして ,

或 る程度 までは素質がな くとも到達す るさうです。私 は ともか く,あ きらめて ,

力学の本 を,学校以外 によみ ました。

建築の力学 は殆 ど線材及 びその組合せ の力学 と云へ る と思ひます が,そ の基

本 である材料力学 をよんでゆ くと,材料 力学は弾性学 の簡単の もの,便利 な も

のの集録 にす ぎない。従 って複雑 な もの,例へば荷重 の作用点附近 や,梁の支

持点附近の局部的応力,又細長か らざる梁 について も正確 な応力 は,材料力学

によって求め られない,弾性学 によらな ければならない。 こう云 うわ けで少 し

ばか りの弾性学の本 をよんでみると,建築の力学の本 に結果だけ出ていること

の意味が よくわかって来て,又誤 った ところがあった りして,う れ しかった も

のです。「浅薄」の檬 をついた と云 ふ気 でいたわけです。 この元気 で,建築 の

力学屋 を見下 したつ もりで,建築構造 を大 いに弾性学的 に解決 しや うとぶつか

ってみ ます と,他の構造物 (船や機械 な ど)と 違 って大変複雑です。例へば一

本の部材で も鉄筋 コンク リー トの梁や柱 は,二つの弾性率の異 った ものの組合

せであ り,木材 は等方材 でな く,所々 に節があ り,之等 の部材で作 られた構造

物が,感情の動物 である人間 を入れ るた めに,全 く複雑 に出来てい ます。弾性

学 で とりかふ場合 に境界条件が大変複雑 になると云 う事 にな り,つ まり高級 な

数学 を必要 とす るのです。絵が好 きで数学が きらいで建築 に入 った のですか ら

数学の勉強が苦労で したが,少 しづつ必要 なだけよんで, この線 にそって少 し

ばか り論文 も書 きました。四,五年 こんな事で暮 してみ ましたが,一向に建築
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物全体の力学 にまでは到達 しない。逆 に段々わか らな くなる始末です。他の部

門,例へば建築設備の方で も,熱 とか流体の理論 による解析が はかばか しくな

い と云ふ事 です。之 も力学の場合 と同様,境界条件がめん どうのためでせ う。

始 めに常識的な学問で勉強の しや うのない科 だ と思 った事 は大変 な間違ひであ

ったわけです。一見,常識的にみえると云ふ事 は範囲が広い といふ事で,浅薄

な感 じを受 け とるのは,複雑すぎるので,わ か らない と云ふ ことなのです。之

は我々若 い者 に とって有難い事で,範囲が広 けれ ば どう云ふ素質 をもった者で

も,自分 の適 した分野が見出す事が出来 るわ けです。未解決の問題が どの分野

に も無数 にあるか らそれ らを一つ一 つ解決 して「浅薄」 さを打 ち破 る栄誉 をも

ち うるわけです。諸希 はこんないい科 に入学 したのですか ら,安心 して勉強 し

て下 さい。

さて安心 された と思ひますか ら次 に諸君 に「望 む」 ことをつ け加 えます。力

学の話 にな りますが,或る構造物があって,之 を力学的に解析 す ると云ふ事 は

大切 な事であって,そ れによって,各部材の太 さや鉄筋 コンク リー トの場合 だ

と鉄筋の量が きまります。所が その構造物 に柱 をもう一本増す と全体の強度 も

変 り前か らあった部材の太 さも前 と違 って来 ます。更 に柱 も梁 もない壁 と床 だ

けの構造,或は貝殻のや うな曲面版 の構造等の中, どれにするか,は設計であ

り,どれかにきまってそれを安全 にするのが計算です。中学の時習 った数学や

物理の問題 で も,数値 を興へて解 け と云ふ問題 ,即ち境界条件 を興へて解 を出

す問題 ばか りで, こう云ふ条件の時,最適の条件如何 と云ふ問題 (例へば,同

一周長の矩形 で面積最大な もの如何。)は非常 に少 ない事 と記憶 しているでせ

う。つまり「 どちらにす るか」 とか「 どうす るか」 と云ふ事 はめん どうな事 な

のです。而 し,一番大切 なことです。解析能力が な く,解析結果の見通 しもな

い創造 は論外 ですか ら,諸君 は大いに勉強 して,解析の実力 を持 って もらいた

いのですが,そ れだけにとどまらず,知る事 と同時 に考 えて創造者 になる事 を

望みます。私 自身は知 る事が少ない所で,考 え込 ん じゃった形で現在大 いに迷

っている所 です。従 って諸君 に「望む」次第 です。
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今,読んでみて,ま あまあかな と思 うのはその後 の進歩がないせいか。 それ

に して も一年生 には無理 な文であった と思 う。

全体 に調子が明 るいのは,私は この前の年に,鉄筋 コンク リー トの捩れ とせ

ん断についての弾性論の論文 (私の学位論文の第 1章である)を学会の論文集

に載せている, また開口のある耐震壁 の解 (何人かの人が この解 を応用 した )

を理工学部紀要 に載せている,等 によるものであろ うか。

私が落 ち込んだのは,こ の後 の ようだ。

この文集の終 りに,教員 と学生 の住所録がある。教員の部だけ載 せ る。

建 熟 学科 注ル庁鉄
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何 しろ,40年前である,多 くの方々が亡 くな られている。

安東勝男君の「駒場会館」は,木造 2階建のアパー トで,そ の 2階だった。

子供が駆 けて遊ぶ とき,爪先立 ちなのを見て,家 を建 てる決心 をしたそうだ。

狛江 に木造の平屋 を建 てた。設計 は当時学生だった,岩井

`昌

一君である。学

生 に宿題 を出 して一番 うまいのを選 んだそうだ。岩井君 は昭和 30年卒だか ら,

随分早 い頃に建 てた ものである。

木村幸一郎先生 は,そ の後,駒込 に鉄筋 コンク リー トで建て られた。軽量 コ

ンク リー トで,当時珍 らしくて見学者が多 くて困 ると,奥様が こぼ してお られ

た。先生のお話では,小学生向けの建築の本が大変売れて,建築費が出来た と。

佐藤武夫先生 は,事務所 を開設 ,教授 をやめられ,音響の講義 にだけ来てお

られた。

士
阪隆正先生 は,帰国されてか ら鉄筋 コンク リー トで建 て られた。先生が亡

くな られ ると,こ の建物 こわされた。 こわされ る時,弟子達が別れ をお しんで

立会 った という。昨年,先生 を偲 ぶ会 では,学生制作の吉阪邸の模型が中央 に

おかれていた。

私 の「中野住宅」 というのは,壁式鉄筋 コンク リー ト4階建のアパー トであ
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る。 その 4階 にいた。 このアパ ー ト,今 も昔の まま残 っている。 中野駅 の南 口

である。

弟の昭夫 は,昭和 27年 4月 ,高等学院 3年に編 入,上京 した。私 と二人 ,

成城 の元陸軍大将 の家の応接間 を借 りて済んだ。当時の成城,駅前 に螢が飛 ん

でいた。

その年の 8月 , この中野駅前アパー トが竣工,抽選 で弟 と入居 した。保証人

は,内藤多仲先生であった。

もはや戦後 で はない,と いわれたの は確か昭和 30年頃だった と思 う。昭和

27年はまだ戦後 であった。駅前の外食券食堂 に通 った。家賃が 4,000円 で,そ

れ を排;う のがつ らかった。

その後 10年 , このアパー トに住 むのである。

助教授になったのは,こ の年 の 4月 である。



4。 再春館製薬女子寮の構造

依日ヨ定和 , ′」ヽり|1月券不1

- (「 建築知識」 1994年 1月 号)一

建築の計画 と構造

再 春館製薬女子 寮 は,2階建 てで,外観 は単純 な箱型 である (写真 1)。 建

築の計画 は,1階の中央 にリビングスペ ースを設 け,そ れ を挟んで,長辺方向

に寝室棟 を 2列並べている。その上 に,浴室などの共用部分 を設 けて屋根 を高

くし, リビングスペ ースを 2層分 の大空間 とした。 1階の寝室棟 は,鉄筋 コン

ク リー ト造であるが,4.5m間隔 に設 けられた界壁 とス ラブによるラーメン構

造 に して,1階の屋外 テラス とリビングスペースに対 して,開放的 にしている。

2階 スラブは,自 重 を軽 くするために厚 さ 25 cmの 中空 スラブを採用 している。

界壁 の厚 さもスラブ と同 じ 25 cmで,直交方向は,壁式構造である。

大空間の構造 は,カ ーテンウォールに囲 まれた,軽快 で明 るい雰囲気 をもた

写真 1 建物外観 (撮影 。新建築写真部)



4.再春館製薬女子寮の構造  13

せ るように,小 さい断面 を組 み合わせた鉄骨造 に している。鉄骨構造 を採用 し

たのは,建物 を軽量で しか も経済的 につ くるためで,屋根 を木毛 セ メン ト板下

地ステンレスシー ト防水,外壁 をカーテンウォール とし,全体的 に も軽量化 を

図った。 リビングスペースには,設備用の縦 シャフ トが必要で,それ をコア柱

として利用 し (写真 2),内部 の一部 と,外周 に設 けられた鋼管柱 とともに,

屋根 を支えている。

大空間の構造

鋼管柱 とともに,大空間の屋根 と壁 を支 えてい るコア柱 (図 1)は,基礎か

ら自立 していて,1本の大 きさは 1.5× 3mで ,高 さは 9mで あ る (写真 3)。

四隅に配置 された H形鋼の柱 を,高 さ 3m間 隔に H形鋼の梁で四辺 を繋 ま

その間を長辺一辺,短辺三辺 にア ングルブレースを取 り付 け,鉛直荷重 と,地

震時や暴風時の全水平荷重 を負担 させている。平面的に,バランス よ く配置 さ

写真 2 設備用シャフトに使用されているコア柱 写真 3 1.5× 3mのコア柱

図 1 架輌モデル図

80こ
― ―

‐―
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写真 4 RCラ ーメン構造

の寝室棟 とその上

が建物外周に設け

られた鋼管柱

れているため,水平荷重 による建物 の捩れ変形 はほ とん どない。

室 内の鋼管柱 は,鉛直荷重のみを負担 し,3m間 隔 に建て られた外周 の鋼管

柱 は,鉛直荷重 と外壁が受 ける風荷重 を負担 してい る (写真 4)。 屋根 は,短

辺 方向 に 3m間隔 に H形鋼の梁 を架 け,斜めの繋 ぎ材 と組 み合わせて三 角形

を構成 し,水平剛性 を高めている。屋根梁 は,鉛直荷重のみを負担 している。

(依 田定和 )

仮定断面の算出

18× 45m,高 さが 9mの 屋根 を,4本 の柱 によって構成 された五つの コア柱

(タ ワー)で支 える。 そのコア柱の大 きさはそれぞれ 1.5× 3m(図 2)で,そ

れ によって鉛直力お よび地震力,風圧力 に対 して抵抗 させ る。
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接合部 について

(1)コ ア柱i

柱脚部分 は図 3に示 され るような圧縮力,引 張力 お よびせ ん断力 に抵抗 で

きるように設計す る。圧縮力 (И,κ )に対 して はベースプ レー ト全体 で下

部 コンク リー トに力 を伝達 で きるような面積,厚 さ とし,引 張力 (ス ,%)
とせん断力 (島 ,島 )に対 しては,ア ンカーボル トのみで抵抗 で きるように

本数 と径 を決定す る。 また鉛直 ブレース端部 は,筋かい材 の降伏前 に端部,接

合部が破断 しないように端部 プレー トお よび取付 けボル トの本数 を決定 す る

(図 4,写真 5)。
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コア柱、屋根梁、鋼管柱の略算

(l)仮定荷
=屋根 Dι -150kg/m2(仕 liげ

Lι =0
外壁 Dι -100kg/m2(仕 liげ

(2)地震力 0′ の算定

屋根の面積 ス ー 18× 45‐ 810,122

外壁の面積 4‐ 60/2X(45× 2+18× 2)‐ 378m2

全重量 ″ =015× 810+010× 378■ 160t
ベースシア係数 ε。‐02× 15=03
(15はプレース構造による応力割増 し)

地震力 α =03× 160‐ 48t

よって、コア 1本 あたりの負担せん断力 2は
R-48/5-96t

(3)風圧力の P算定

壁面の見付面積 ス =60/2ヽ 45-135m2
風′F力 P=C・ 9  風力係数 (-12
速度圧 9=60√ ‐ 60ν50-180kg/nr

″-9:n(地盤面からの高さ)

P-1.2X180‐ 216kg/m2

0v=0216X135■ 30t

よって、 コア 1本 あたりの n,11せ ん断力′.は
P″ =30/5‐ 60t
したがって、地震力によ ,́て ,定する

(4)柱軸力の輝定

及期柱軸力Ⅳ′■015× 30X90/2‐ 20t

(5)応力算定

地震時水平力は R‐ 96t.a=96/2‐ 48t
よつて スー(R× 90)/30=(96X90)/30-288t

″1‐ R=96t

η=″ 1×
塵呼 =l=96X-36t

また 1/2~(P2× 90)/15=(48× 90)/15=288t
〃2-22~48t

π=島 X∠:王子t`『 =48メ 汚‐107t

(6)断面検討 (鋼種 ss 400)
上記の応力にて断面を検討する

船直ブレースに′Lじ る最大引,1.力 島,.、
‐ 136t

必要断面積 4=136/′21‐ 5 7 cn12

L-75× 75× 9(■ ‐ 12.69 cm2)を 使用するとブレースの耐力表よ
り.短期引張耐力 R`=1868t>136t
柱に生じる最大圧縮力 Ⅳ m.==Ⅳ′十ス ‐ 308tで
必要断面積 4‐ 30.8/24=12 8 cm2
1卜 200× 200× 8× 12(4‐ 63 53 cm2、  ′=5 02cm)
とすると、え

`=300′
/5.02-60 よって′ -130t//cm'

轟 ‐刷 :テτ「5-025く 10

屋根梁は単純梁 と して

:o=015× 30=0.45t/m
″。‐1/8X045X1052_62t・ m
O‐ 1/2X045X105-24t

必要Z‐ 620/16=388cn3

必要′=冊ま洗:場路-11 305cm`

H-350× 175× 7X ll(Zχ ‐775cm]、 ム=13.600cm`)

建物外周の柱は屋根の鉛直荷重と凰圧

力のみを受けるピン柱 としている。ピン

柱の受ける力と応力は右図のように示さ

れる

屋根の荷重Ⅳ -4_8t

風|「 力は 風力係数 c=09な ので

P=09X180-162kg/m2

“
,=0162X(30/2+45/2)

荷重

=061t/m           曲げモー
″‐1/8X061× 602‐ 275t・ nl   メント図

0-1/2X061× 60-1 83t      i′
たわみを′/300に 抑えると
δ=600/300=2 0cm

よって必要な断面2次モーメント′は

f― 現殺21書帯鵠路=2.451cm`

φ2163× 82(4-53 61cm2、  ′=7 36cm、

′=2.910cm`、  Z=269cm3)と すると、
た‐600/736=82よ り、
′̀
‐

108t/cn12、 ん =16t/cm2
4 8              275

53「雨 l` ηJttT75・ 265又Tτマl「 5~

=0061013-049く 10で OK

ド地.鉄骨梁を含む)

ド地を含0)と する

―

自
日
＝
日

目
日
Ц
Ｉ

(2)建物外周の柱

建物外周の柱 は,水平力 を負担 していないピン柱 なので,柱頭,柱脚部分 は

曲げモー メン トがゼ ロで軸力やせ ん断力 も小 さいた め図 5に 示す ような単純

な形 とした。 また,柱脚部分 はアンカーボル トを柱の外側 に配置す るのが一般

的であるが,意匠的 にアンカーボル トの頭部が柱の外径 か らはみ出 さないよう

に工夫 している (写真 6)。                  (小 川勝利 )



図5 鋼管柱の柱頭と柱脚(S=1:30)
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写真 6 鋼管柱の柱脚部分

所在地 =熊本県熊本市帯山

用途 =女子社員寮

建築面積 =85169m!
延床面積 =l.25466m」

構 造・規模 =鉄骨造 十鉄筋 コンクリー ト造

地上2階建 て



5.サ ルバ ドリー教授 よ りの手紙

(小野里 訳 )

1993年 12月 13日 、ニ ューヨー ク

親愛なる友へ

1994年 が貴方にとってよい年であることを願います◇ 平和で静穏で健康的な

年になるように。 世界はそれを必要 としてお り、私たち老 人にはそれ以上のこと

は望めません。

私たちはあなたからの手紙 を待ち望んでいますが、 とりあえず、私たちの近況報

告をします。

私は 2カ 月たつと87歳 にな り、キャロルは 77歳 になるけれ ども、健康状態は

悪 くない し、 とっても元気です。

私は講演のための旅行 によ く行きます。それは教育者が「 サルバ ドリ方法論」 と

よび、デモ ンス トレーシ ョン的に青少年や先生たちに教えています。

この講演は子ども達に愛 されて、大変成功 しています。彼 らはアメ リカの多 くの子

ども達よ り長 く学校で学んでいる人達ですか ら。 疲れる仕事だけれど、 この仕事

を愛 しています。 この仕事 は私 を大変喜ばせ、若さを保 っています。

キャロルはた くさんの立派な 目的をもって働 き、動機調査 におけるスペ シャリス

トとして認められています。彼女のサポー トは専門家 としての報酬 を支払 う余裕の

ない多 くの組織 に必要 とされています。

私たちは 9月 に 2週 間の体暇があ り、 アイダホ中を旅行 しま した。そ してアイダ

ホがとて もすばらしい川 と湖 と山を持つ大変美 しい州だ と言 うことを発見して驚 き

ました。去年の 11月 にはユニセフ・ イタリアがスポ ンサー になって 4日 間ローマ

に行きま した。私は大学でた くさんの人々に講演をし、二人で古い友人や家族を訪

問 しま した。一週間で行 って帰 ってきたので時差ボケで疲れ る旅行で した。

私たちの子 ども、イタ リアにいる Vien(子 どもの名前 )と ワシン トンDCに いる

マイケルは元気にや ってい ます。マイケルの方に 2歳 と 5歳 の孫が二人 と、 Vien

の方に 22歳 の孫が一人います。
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私たちは 2月 にナポリとフロリダを短期間訪れる以外、旅行の計画がありません。

それは弁護士に建物の崩壊 に関する専門的なことを説明するためのもので、私の専

門職の一つです。

すぐ手紙 ください。

マ リオ サルバ ドリ

1994年 2月 8日

拝啓 松井教授

私は 1月 31日 にあなたの手紙を設計の本と共に受け取 り、感謝しています。

そして再び、あなたの第一級の技術と壮麗な芸術の両方の趣を持った仕事に感嘆

しています。

あなたが生 まれた島へ帰 られたという決意 を聞いて喜んでいます。私は今 87

歳で学会 と職業上の活動は引退 しました。最近の 19年間は 自分のい くらかの時

間とエネルギーを市の貧 しい地域の若い学生の教育にささげました。そ して 19

90年 か らはすべての時間をこの魅惑的で必要 とされている仕事に専念 しま した。

環境作 りというサルバ ドリ・センター (利 益を求める会社ではあ りません)が

あり、いま 39の 州と6カ 国で計画があ ります。学生達は共 にその仕事を愛 し、

学内で成功 しています。 ところが一方、合衆国内では 25%が 勉学を終える前 に

学校を退学 し、ニューヨー クでも町の貧 しい地域において 50%が 退学 します。

(私 たちの友人であるL.ロ バー トソンはこの教育セ ンターの指導者会議のメン

バーの一人です。 )
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あなたの思いや りのある手紙にあらためて感謝 します。あなたの新 しい生活が

最良のものに成るように祈 ります。

敬具

マ リオ サルバ ドリ

1994年 3月 22日

拝啓 松井教授

あなたか らの親切な手紙 を、佐渡の美 しい絵はがきとともに受け取 りました。

あなたの島は大変美 しく、私はあなたの暮らす環境をうらや ましく思います。

私たちはあなたが している様なことをしています。週のうち 3日 をニ ューヨー

クシテ ィで過 ごします。ニ ューヨークシテ ィは今 日世界の知識の中心です。そこ

でのアー ト・ギャラリィ、 コンサー ト、そ してわずかな友人 と楽 しく過ごし、そ

れから、見晴 らしのいい丘の上に建つ田舎の小 さな家に出かけます。

私たちは家の周 りの土地 を 30エ ーカー買うことができて非常に運が良か った。

これで、誰 も私たちをわず らわすことができない し、田舎にはまた何人ものたい

へん良い友人がいます。そ こは、私が教育活動の仕事の準備を考えたり、本を書

いたりする時間と平和をもてる場所です。現在、教育活動の仕事は合衆国のいた

るところ、そ してい〈つかの外国にあります。 また、かつての生徒の一人とワイ

デンガー・ アソシエイツでの長い間の同僚とともに、地震 と火山に関する本を完

成させました。たぶん 10カ 月以内に出版されます。 ワイ ドリンガー・ アソシエ

イツという研究所は私がワイ ドリンガー氏と45年前 に設立 しました。

私の教育セ ンターの仕事はとっても忙 しいが、その活動は楽 しく、若い生徒に

教えることはたいへんに重要なことであると信 じています。工学 と建築における



5.サルバドリー教授よりの手紙  21

実例を通 して数学 と科学 を教えてお り、生徒達はおどろくほどよ くや っています。

彼 らの最 も新 しい課題はベラザーノ 。ブ リッジの模型作成である。その模型 は完

全な縮尺 と詳細であ り、実際のその橋を所有する T五borugh B五 dge and Tunnel

Authodtyホ
)に

寄与 しました。彼らは観光客 にたいし橋を説明するためにその模型

を使 っています。模型は長さが 43フ ィー ト (13m)あ り、 18人 の 11歳か

ら 14歳 の生徒が、一 日6時 間、週 4日 で、 4週間かけて作 りました。

Thank you again.

敬具

マ リオ サルバ ドリ

注 *)
ベラザーノ・ナロウズ橋/ア メリカ合衆国,ニ ューヨー ク

世界最長の支間をもつベラザーノ ナロウズ橋は 1964年 10月 に

完成した.そ の中央支間の長さは 1298mで ,有 名なゴールデング

イ ト橋 よりも 13mだ け長い.塔の高 さは海面 ■ 210mあ り,け
た下空間の高 さも 70mに 達する.橋 の名前は 1524年 にはじめて

この地 を訪れたイタリアの航海家ベラブーノにちなむ もの
.

橋 長 約 4200m
支  間  370+1298+370(m)
車線数 6車 線 X2(現在上デ ッキの 6車線のみ)

鋼  材 約 1400001ン (内 アープル 37000ト ン)



6。 成之助叔父受賞

―
(真野町広報 93年 11月 号)一

勲滋螂榊蠅鑢難輩

曲窯成之助さん
(新 町)

鵡駆申ん‖庶、蹄獅鑢撃むこ新纏餐纏

′|1鐵鱗麟識‖艦鰍颯鱗瑯鞣、暉鶴蓼菖黎3

月1磁饉轍雄艤鍛鱗%慇常諄‡蛾わた警議

サll礫健麟に躙麟群れ、鐘鐵學鐘繹蝙

生の推濃輩磁鸞鑽導轟畿麟舞憲

特に公難艤畿筆こ濾ゝ徳鍮‐尚轟彙翼

議と指導力を難渾書装、轟鋏磋機畿

籍生の霧上豊こ貫嶼ぎ轟た機薇薔議羅感

て大きく、今藝暑曼震と鐙強譲したゅ



7。 修 之助叔父追悼会

山本修之助―周忌追悼「佐渡郷土文化」の集い 平成6年 3月 6日 於真野町寿楽荘
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相川町 倉田浩二郎氏より

6L'd -2
松 井

一昨年,早稲田定年 とな りましたので,昨年夏か ら,佐渡 に帰 ってお ります。

私の実母が,修之助叔父の姉 にな りますので,叔父甥 とい うことです。

私 の母 は昔,絵を書 いた ということです。兄弟雑誌 の表紙 は,私の母の絵 だ

ったそ うです。私 は,そ の ような芸術 的才能 はうけつがず,理科系です。

専門 は建築です。建築 というと,所謂建築家,デザイナーを想像 され るで し

ょうが,私は芸術 と関係のない,構造 が専門です。地震や風で こわれないよう

にす る,そ れを専門に してい ます。

早稲 田に入って,予科 の頃,叔父の家 の文学全集 を借 りてよくよみました。

友人 が芝居関係だった こともあ り,戯曲 を主によみ ました。叔父が どうして と

聞 く,テ ンポが早 くて筋が よ くわか るか らと。文学 とい うものはそうい うもの

ではない, といって,啄木の歌集 を持 って来て説明,大変感激 した ものです。

東京へ帰 って,早速,啄木の歌集 を買 って よみましたが,大 した感激 な しで し

た。 や は り,理科系で,想像力欠如 なので しょう。

私 の中学の時の英語の先生,甲斐弦先生 は,小説家ですが,1叔父の遺作 の句 ,

「肩 に少 し雪 を残 してわかれ しよ」 につ いて,私の小説 100枚位 に相 当す る」

と激賞 され ました。



8.飯塚君追悼

―
 (横浜国立大学工学部建築学教室船 会「水煙会」会報 平成 6年)一

飯塚五郎蔵君追悼

早稲田大学名誉教授 松井源吾

昭和 16年 4月 ,第一早稲 田高等学院か ら,学部 の早稲 田大学建 築科 に進学

した同 じクラスに,飯塚五郎蔵君が いた。大変 スマー トな人なのに,大変古 く

さい名前でびっ くりした。御父上が演劇評論家 と聞いてなっとくした。

ある時,彼,自動車のボデ ィのスケ ッチを皆 に不 して,ど うだ と。 当時の自

動車のボデ ィ,少々流線形 をとり入 れてはいるが,全体 としてはごつ ごつ とし

てやぼったい ものだった。彼の案 は進 んでいて,今走 っている車の ようだった

と思 う。それ にして も,課題 を出 されたわけで もないのに,不思議 な人 だな と

思 った。そんな こともあって,将来 はデザインの方へ進む もの と思 っていた。

吾々 は大学半年短縮の二年半であ った。昭和 18年 9月 卒業で あ る。 その年

に,大学院特別研究生が出来た。早稲 田の建築科で は,飯塚君 と私 の二人 だっ

た。私 は構造志望 だったので,指導 は内藤多仲先生。飯塚君の指導教授 は十代

田三郎先生,十代 田先生 は構造法である,飯塚君 は多彩な人だ と思 った,最初

である。

大学院特別研究生 は入営延期 との ことであつたが,仲々その通知 が来 ないの

で二人 とも海軍予備学生の試験 をうけ合格。その うち文部省か ら入営延期 の通

知が来た。二人で海軍省人事部 に行 き,予備学生辞退 を申し出た ら,大変叱 ら

れた。後で聞いた所 によると志願 とい うのは,指定の時 日に出頭 しなければ自

動的に取消 しになるのだそうで,叱 られて損 をした。

昭和 30年頃だ ったか と思 う,軽量鉄骨が盛 んに使われ出 した。私 も鶴 田明

先生 の軽量鉄骨 の研究 を手伝 った。 その頃,飯塚君が主柱が A型 の軽 量 鉄骨
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の素敵 な自邸 を発表 された。かなわないな と思 った ものである。

数年前,葉祥栄 さんの設計で,竹の ドームがあった。いろいろ実験 を行 って ,

実施 した。 それを雑誌 に出 した ら,飯塚君が,音の レポー トを送 って来 た。随

分前,すでに竹の実験 をされているのである。

功成 り,名 を遂 げた,飯塚君であるが,同級生 としては,多彩な更 なる活躍

をみることが出来 ないのは残念である。

御冥福 を祈 ります。



9.田中輝明君の還暦

田中輝明先生の選暦 を況 う「輝 友会」 平成 5年 |:月 13日  米経閣 にて

一
，

■
―
■
―
■
　
・

‐‐
■

１

１

屏 ヽ ヽ`
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9.田 中輝明君の還暦  29

二次会

(目 黒 玉ずし)

1農 ,

―
量ヽ
鸞
爾̈
一鸞
一騒
一鷲

ヾ

ぶ
腱
一



10.東京見物

江戸博 (93.11.14)

.1 ・ ‐|||■ |

_″デ   |||■

都ホテル

(93.11.25)

同 住吉さんの作品の前

東京タワー

(93.12.5)

●
〓

　

　

―
二

●

タワーから 秀和軍艦ビル を見る



| ■■ ^
目黒庭園美術館

(93.12.5)

都ホテルの庭

(93.12.26)

10.東京見物  31

||・

船の科学館

(93.12.26) 展望塔

帰りのパス待ち

■,I●
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世田谷美術館

(94.1.9)

その帰り

用賀 東急のビル前

川崎市民ミュージアム (94.2.6)

同 逍遥空間

鵞
■
●



10。 東京見物  33

同

川崎定徳ビル前 (94.2.11)

銀座テア トルビル (94.2.11)

1■ |●

t  
‐

25年ぶりの大雪 都ホテルの庭 (942.12)
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都ホテルロビー

(94.2.14)

熱海ホテルニューアカオ

(94.3.22)

赤尾会長と

口
。な
鐵 濃

都ホテル (94.2.23)



●ィ|1毯1機な

10.東京見物  35

. =←

理工学部

(94.3.25)

文学部食堂 (94.3.25) 文学部研究室棟 (94.325)
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新宿御苑

(94.4.9)

都ホテル

(94.4.9)

都ホテル前

(94.4. 10)

都ホテルロビー (94.4.21)



11。 最 近 の アルバ ム

相田氏からのプラジル便 り

内井昭蔵建築設計事務所主催

「吹上新御所 (仮称)完成記念パー

ティー」において

平成 5年 6月 12日  世田谷美術館

向かって左より

0。 RoS事務所 依田定和 氏

松井源吾 先生

0。 RoS事務所 和田晴亘 氏

宮内庁 高島泰久

宮内庁 高橋邦夫

‰蝠
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「法華クラブ」制振装置の製品検査,

高松出張

さぬきうどん (93.8.18)

暑中お見舞い申し上げます
霧B書い日ガ続きますが、いかガあ過ごしです力。

この資私たち二人は、結婚いたしました。

今後ともどうぞよろしくあ願い0し上げます。
平成五年 盛菫

'1'態
縦特1剪撃業

'~2~'
歯りぃ夕|″ ,、

  川…イ
ヵン

“
こぜぃ逮  .静i,鵠

泉鋼業 KK にて 製品検査
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宴 会

栗林公園

(8. 19)



40

内井さん夫妻還暦祝い

(93.10.2 三番町エラール)

瀬戸大橋

(8. 19)

良子さんからのプラジル便 り

|`



真野町役場

真野中学武道館

(ト ラスは旧体育館のもの)

11.最近のアルバム  41

真野小学校

スカイライン見晴台

新神戸オリエンタルホテルにて (93.10.29)

古市君,星野君 来島 (93.10.8,9)

謳́
鶴
′

オ隋
塀

・̈‐

・
ヽ

・

“
．．
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同 (93.10.30)

ゴルフクラブハウス起正式

(93.11.15 飯能)

へ:崚薫よ撃

一一̈
，，．”

薇

た
　
霊
鶴
黎



11.最近のアルバム  43

立正大学熊谷校舎上棟式

(93.11.17)

建築家 8人展準備

(93.11.15 東武デパー ト)

蜃饉
赳
霧

蜃

摯:'`‐
`
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議事堂見学

(93.11.25) 議事堂内の渡り廊下の改造を設計した

最上階

傍聴席

首相のイス

棟 札

一一一
●
●

一
●
●

●

一

綺
弩
．．

ｔ

ｌ

Ｌ一

一
　

・
　

　

・

■
　

．



11.最近のアルバム  45

清水松井研忘年会

(93.12.2 広尾)

川村浩君結婚式

(93.12.4 フェヤーモントホテル)

`、

,. =,,
辮t捧珍
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ORS忘年会

(93.12. 10 イ左)賞 )

役場議場

わが家

菊竹事務所にて

菊竹さん,田 中さんと香港の打合せ

(93.12.6)

真野小学校

真野中学武道館

(旧体育館移築)

一一一一“″



佐渡グランドホテル宴会

11.最近のアルバム  47

佐渡グランドホテルバーでの二次会

饂
“

小川隆三君追悼会

(93.12.17 京王プラザホテル)

壕
”燎̈線鷺
鑑轟艤艤
饉
ｍ
一一̈″

物

麟

贔

・̈一一一一一

滲
”褪饉
屁

祗

躙
・一

:

譲

量

―
・擁
壕

・́″一

.て ,■1 ・̀」
‐

〓

‐1'1‐

確 =
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マツオメタル昼食会 (93.12.25 横浜)

元旦

(94■ .1 山本修巳氏宅 )

松井会第 1回

(94.2.8 Big Box)

佐渡中学クラス会 (941.23 新宿さがみ)

ギ



山本田鶴叔母葬儀

(94.3.7 真野町集落センター

ニューホテル)

11.最近のアルバム  49

馬場守君夫妻送別会

(94.3.21 都ホテル 三玄)

立正大学竣工式 (943.26 熊谷)
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久留米市庁舎 上棟式

(94.4.19)

徳雲寺と納骨堂をみる

(94.4.19 久留米)
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マハ諄繋
・

久留米にて

(94.4.19)

右端 豊原校長先生

左端 中堀同窓会長

昔泳いだ泥んこの池

/

佐渡高校にて (94.428)
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佐渡のわが部屋

(94.4.28)

田鶴叔母納骨

(94.4.30)

弟 と

,「■:「



11.最近のアルバム  53

結
婚
し
ま
し
た
。

平
成
六
年
六
月
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こ

３

姪
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一
〇
三
（〓
ｔ
四
九
）八
０
五
五

佐渡中学同窓会六日会

(946.4 オータニ)



12.  架饉  言己

1.三漁洞 (さ んぎょどう)

-94. 1-
「縞 その 16」 p.73に ,「渋谷駅南口前の小料理屋」 について書 いた。

経営者の名前 を,福田蘭堂氏,河崎弘子 さん と,間違 って書 いた,蘭童氏 ,

川崎 さんが正 しいのである。大学同級の堤氏 の御教示 による,彼,堂々 として

いる方に間違 ったなと。川崎弘子 さんは,神奈川県の川崎 の生れだ ということ

である。私 の継母 は,佐渡 の河崎の生れであった。

昨年暮 の忘年会で,ORSの 依 田君がつれて行 って くれ た店 が,「三漁洞」,

その小料理屋 であった。私 が行 ったのは, もう 10年以上前 の ことであるが ,

この店今 も健在,息子 さんの石橋英太郎氏 の経営。

ｆ

ァ
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？
一ｔ

警
壽

ヤ
ヽ
ん

―
ボ
ゃ
コ
一

脚
浅
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ミ
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、一～
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ミ
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な
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12. 雑 記   55

「縞」 に,川崎弘子 さん,昔の美貌ではなかった と書いた。英太郎 さんの奥

さんか ら,美貌の頃の川崎 さんの写真 をもらったので,こ こに載せ る。

2.北沢公康君 の結婚式

-94. 1-
随分古 い写真 が,机の引 出 しか ら出て来 た。

北沢君 の結婚 式 の写真 で あ る。北 沢君 か ら送 られ て来 た封 筒 の 消 印 は,76.

8.12と あ る。

18年前 で あ る。 同級 の福 田君 ,小林 君 とと もに出席 した,会場 は長 野 で あ

る。

私 も 55歳,若 い。

当時 は「縞」 がなか った。
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山本泰雄君の豆 まき

新潟 日報  93.2.4

昔の山本泰雄君

右より二人目 筆者

二人目 山本君

城
諄
ン

ミ

:1機議圏鷹:書 1躍鷺,蕉鐵‖薇,鬱露ヽ奏
`霞

議,`:摯議1雀 :多 :禁 |`,ヽ||       ・|::|,,1綸 々
"節

分
の
三
日
、
両
津
市
の
中

心
部
か
ら
北

へ
二
十

ロ
キ
ほ
ど
の

同
市
黒
姫
、
農
業
山
本
泰
雄
さ

ん
（七
三
）宅
で
、
こ
の
家
に
だ
け

代
々
伝
わ
る
風
変
わ
り
な
豆
ま

き
が
、
今
年
も
行
わ
れ
た
。

羽
織
姿
で
正
装
し
た
泰
雄
さ

ん
が
、

ハ
チ
メ
、
山
芋
、
煮
し

め
を
供
え
た
床
の
間
や
神
棚
、

仏
壇
に
ま
ず
参
拝
。
そ
の
後
、

い
り
豆
の
入

っ
た
升
を
手
に
豆

を
ま
い
て
Ｆ‐―
る
の
だ
が
、
変
わ

っ
て
い
る
の
は
豆
ま
き
の
唱
え

方
。
「
福
は
―
内
、
福
は
―
内

」

に
次
い
で

「
鬼
も
―
内
、
鬼
も

―
内
」
Ｉ
Ｃ

「
鬼
も
福
も
同
じ
だ
、
悪
い

者
は
い
な
い
、
と
い
う
性
善
説

が
わ
が
家
の
家
訓
な
ん
で
す
」

と
泰
雄
さ
ん
。
い
つ
ご
ろ
だ
か

は
不
明
だ
が
、
古
庄
屋

（
し
ょ

う
や
）
だ

っ
た
山
本
さ
ん
の
祖

先
の
代
、
毎
年
間
ん
ぼ
の
田
植

え
を
だ
れ
か
が
知
ら
な
い
う
ち

に
手
伝

っ
て
く
れ
て
い
た
。
代

が
変
わ
り
あ
る
年

の
夜
、
当
主

悪
者
い
な
い
性
善
説

家
訓
に
従
い
豆
ま
き

「
鬼
も
内
」
と
唱
え
、
鬼
に
感
謝
し
て
豆
を
ま
く
山
本
さ
ん

が
墓
の
陰
か
ら

様
子
を
う
か
が

う
と
、
美
し
い

声
で
歌
を
歌

い

な
が
ら
鬼
が
田

植
え
を
し
て
い

た
―
と
い
う
言

い

伝

え

が

起

源
。
以
後
、
鬼

に
感
謝
し
て
、

代
々
豆
ま
き
の

と
き
に
は
決
し

て

「
鬼
は
外
」

と
言
わ
ず

「
鬼

も
内
」
と
唱
え

る
よ
う
に
な

っ

た
の
だ
と
い
う
。

こ
の
豆
ま
き
は
同
地
区
で
も

山
本
さ
ん
と
そ
の
分
家
の
四
軒

だ
け
。
特
に
山
本
さ
ん
宅
の
床

の
間
に
は

「
福
は
内
、
鬼
も
内

な
り
…
」
と
い
う
家
訓
の
記
さ

れ
た
掛
け
軸
と
、
升
を
手
に
回

を
開
け
て
笑
う
鬼
の
像
を

一
年

中
飾
り
、
鬼

へ
の
感
謝
を
忘
れ

な
い
。
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4.佐渡中学 「獅子ケ城 」の水泳部報告

●「獅子が城 (第 41号,昭和 11年 12月 )」 ●

昭和 11年

8月 8日  県下男子中等学校水上競技大会高田中学校 において開催

予選,第二予選 まで は自由型,胸泳,背泳 ともに二人 づつ全種 目に通過 した

が,決勝で リレー 2種目と松井源吾 の八百米 自由型 のみにいずれ も 6着,計 3

点 18校中 13位 とな り次回に雪辱 を期 す こととなった

8月 11日  河原田浜 に水泳 プール完成,竣工式 を行 う

8月 14日 本校新 プールにおいて佐渡郡水上選手権大会 開催 競泳種 目 10種

目中 6種 目において修尋月券

弦数年の輝 しい成績殊 に昨年の縣大會 には見事優勝 し縣下 は勿論裏 日本 の水

泳王國 として自他共 に許 して来た我部 には長い間一つのハ ンデキャップがあっ

た。 それは選手の練習場 である。我々の多 くの先輩 は常 に泥水の如 き沼池や波

荒い海 で人知れず練磨 して来たのである。然 し嬉 しいかな我北浜會 の諸兄 は後

輩の此の涙 ぐましい練習 に深 く同情 され遂 にプール建設寄贈の運 び とな り去 る

8月 11日 目出度 くこれが竣工式 を拳行 せ らる。我 々部 員 は勿論本校 生徒一 同

の深 く感銘する所であ ります。我々の責任 は一層重 くな りました。今後我々は

此の先輩の犠牲的援助 に封 し必ず良成績 を拳 げて御恩返 しをする覺悟 で御座 い

ます。今我が部の報告 をするに先 きだち一言感謝の言葉 を述べ させ て戴 いた次

第です。

さて我部 は今春本間 (俊)本間 (竹)笠井,佐々木,池田の猛者 5君を學窓

よ り送 り出 し頗 る寂 しみを覺 えたが又一面優秀選手 も多数迎へ入 れ る事 が出

来,昨年得た覇権 を永久 に維持すべ く部員 15名 は未だ大佐渡小佐渡 の連 山に

は残雪深 き 4月 の半,勇躍本校側 の池で練習 を開始 しました。

その涙 ぐましい練習到底筆舌の よ くす る所ではあ りませ ん。7月 に入 るや市

野,本間 (俊 )の両先輩 の良 きコーチを幸 ひ受 けることが出来,一同の喜 び方 ,
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張 り切 り方 は一通 りではあ りませんで した。然 して學期休 み となるや直ちに合

宿練習 を行 ひ更 に元氣百倍 し猛練習 を重ね晴の大會 に準へつ ゝきました。其の

結果 として昨年 の記録 を破 る程の好記録が績出 し部員の意氣天 を衝 く様であ り

ました。今本年度の我部の戦跡 を述べ ませ う。

〇縣下男子 中等學校水上競技大會

,強高田中學 プール 8月 8,9雨 日

豫選,第二豫選 までは自由型,胸泳,背泳共 に二人宛全種 目に通過 し選手の

意氣壮 な り。準決勝及決勝。

他校選手の活躍 は案外凄かった。賞力の差 は如何 とも出来ぬ。友軍 は枕 を並

べて討 ち死 と云ふ状態で僅 に継泳 2種 目と松井君 の八百米のみ何れ も六着,計
3黒占,18校中 13位 となる。敗軍 の終兵 を語 らずだ。期せ よ諸君来年の我 が部

の活躍 を,雪辱戦 を。

〇佐中プール竣工式興び祝賀水上大會

8月 11日 プール竣工式 は厳かに来賓多数列席 の上盛大 に取 り行 はせ られた。

午後 より祝賀水上大會拳行せ られ三時半盛會裡 に幕 は閉 ざされた。

○佐渡郡水上選手権大會 (8月 14日 )

主催郡水泳協會,於本校 プール

縣大會 に惨敗 した汚名 を雪 ぐ時 は末た。競泳種 目 10の 中 6種 目は我が部 の

獲得する所 とな り特 に四百米 自由型競泳優勝者松井源吾君 には本校の大先輩斎

藤兼吉氏寄贈 のカ ップを又二百米継泳優勝 の本校 チームには河原田町長カップ

が受興 され 目出度 く大會を開ず る事が出来た。

想ひ出せ ば中々多忙の一年であったが幸 にそれ相営の成績 を拳 げ得た事 を共

に喜びたい。最後 に愚感 を附記 して後輩の一考 に供 したい。

我部の氣分 と云ふ ものは姦数年末賞 になごやかな ものであった。別 に上か ら

圧制的に出なか ったが各 自が よ く自覺 してやって くれた今後 も下級生 は上級生

の立場 を察 して苦勢 を嫌 はず一心同始 となって我部 の標語 「試合 に泣 くより練

習 に泣 け」の覺悟 で益々研磨 し以 て来年 は縣大會 も佐中プールで開いて諸君 の
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技価 を充分嚢揮 し先輩の好意 に報ひて貰 ひ度 い。 (中 田記 )

部  長

副 部 長

委 員 長

宮崎先生

関川先生

中田雅雄

副委員長

委  員

同

後藤 孝

松井源吾

山本泰雄

●「獅子 ケ城 (第 43号,昭和 12年 )」 ●

昭和 12年

8月 7日  本校 プール完成 祝賀記念 として県下 中等学校水上競技大会 を佐渡河

本校 の新設 プールで県大会 を開催す る こ ととな り,4月 30日 か ら猛練 習 を

はじめ,7月 21日 より先輩 の本間竹志の指 導 を受 け実力 の養成 に励 んだ。合

宿中の 日課 は午前 2時間午後 2時間,日 課 は第 1番 目にブレス ト,次にバ ック,

次 にクロールの順 に泳 いで,第一回目がスプ リングで力 いっぱいに自分の種 目

を泳 ぎ,第 2回 目はロングで四百米以上,次にダ ッシュスター トの練習,そ れ

か らバ タ足 という順で練習 した。大会第 1日 は予想通 りの好成績 をおさめたが ,

2日 目には「記すに偲びない」無念な状態 におわ り,結局 53対 48で長 岡中学

に優勝 をさ らわれた。

選手名 は金玉九五,加藤裕,舟見良夫,本間性一 らで他 は不詳である。

この とき,1年生の本間性― はブレス トで出場 したが 1位でゴール した もの

の足が水面 に出た ということで泳法違反 に問われ失格 となった。 しか し,佐中

側 はこれ に異議 を唱 え審判 ミスであるとしてつ よ く抗議 した。結局抗議 は却下

されて佐 中チームは涙 をのんだのである。夜,会場校の肝煎で河原田「すや」

旅館で慰労会 が催 された。 その席で酔が まわ るほどに憤憑や るかたない佐中勢

は審判官 に くってかか り, とっ くみあいの喧嘩がはじまって とうとう県の体育

部長鳥井栄蔵 を「すや」の三階か らほうり落 として しまうという一幕 もあった。

(写真 は口絵 と同 じなので省略 した。なお,私はこの不詳の中に入 っている)

原田浜 に於 て開催 (8日 )本校 2位 となる
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「つながるはずがなしbを、つなぎまま。ユニシスのオープン・システム・テクノロジ。

11に こ紹 介したの は、古くか ら木造建築で使 わ れてきた「継 ぎ手」と呼 ばれ る接 合技術。まるで バズルのような

不思議なもの もあります。指も今も、もの作 らの 基本は、組 み合わせの技 術 .コ ンピユ~外 ンステムも、異なる

メーカーのさまざまなコンピュータをどう組み合わせるかを考える、オーフン・ンステムの時代。ユニンスはオ~プ ´

ンステムに 1:1く わ'ら 本格 的 に取 り組み、そのノウハウの蓄積を活かして独 r:の ンステムを提供しています。('ろ t｀ ろな

ワ~ク ステ~ン ヨン、パソコンやホストコンピュー タを組み合わせて、まるで 違 和感 のなt｀ ひとつのシステムにする。

オ~フ ン時代 を先取 りしたメインフレームを開 発する。など、お客さまに快適 、ビジネスに最適 なシステムの提 案を

続 けてt'ま す。そして今年 も、私たちユ ニ ンスは、より進 んだオープン・システムの 実 現 へ 努力してまてヽります。

日本ユニシス株式会社 製`珊冨庄灯ユltl攣キ:(:譜:鐵獅キ糧昔
ます

●

UNISЦS どうやって」
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0こうやってつながりました。
組繋解ξ舅ぷ秘密。

0凸型と凹型の

正確さが決め手で魂

0強度を上げるために

ホソ穴を最小限に
.

④互い違いの切り込みを
組み合わせま魂

②両側からはさむように

組むのがミソです)

01/4ず つの切り込みが

互い違いに。

0ホ ゾ穴の斜めの

勾配にそって入れる。

鵞⑧ 鵞珀

ミ＼濠、′〃´́/´
15＼`ヽ

N― ィ`条 /́´

0腰を掛けたような状態で
上からの力を受ける。

0斜めにずらしながら入れる.

資料提供 :住吉 寅七・松井 源吾 共著 鹿島出版刊 「木造の継手 と仕口」

(ス ペースの都合上,文章 の位置や図の配置等 を少 し移動 してある)

m.´:尽〕|れ以
、`↓片́ レヽ́ へ1/        、`＼レノ  ~



■還暦記念 (そ の 1)

昭和55(1980)年 12月 ■

序

1.人智微弱

2.構造 と形

3.建築構造の将来

4.光弾性の思い出

5,光弾性 と建築の設計

6.フ ライオ ッ トー教授 とドームにつ

いて

7.構造技術者 と構造家

8.推薦のことば

9。 私の受 けた建築教育

10。 座右の書

11.建築学科主任 となって

12.内藤多仲先生追悼

13.夜学 と私

14.産専の現在 と将来

15。 中空スラブ雑話

16.ト ラス段階雑話

17.四国へ (叔父への手紙 )

18.過疎の島 (従弟への手紙 )

19。 若 き母の死 (叔父への手紙 )

20。  わが水泳

■その 2 昭和57(1982)年 6月 ■

序

1.今日の建設 におけるエンジニア リ

ングを考 える

2.研究室紹介 (伝統を重ねつつ新 し

い分野に挑戦 )

3.学習院中高等科第 2体育館の構造

4.前橋市新庁舎の構造 (大架構 によ

り実現 したオープンフロア )
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縞 その 1(還暦記念号)～ その20総 目次

5.フ ラ ッ トな屋根 の大 は り間構造

(「 吹上ホール」の構造 と施工 )

6.建物の性格 と構造の計画 (ス ーパ

ーマーケットの構造の提案 )

7.真野町役場の構造

8.或 る商店の耐震補強例

9.松井源吾の構造設計の系譜

10。 アーチ雑話

11.決断 とねばり (内井昭蔵君につい

て )

12.鑑定種々

13.「 建築文化」昭和23年 9月 号

14.蛭 田捨太郎先生の思い出

15。 早慶戦の思い出

16。 アテネフランセの設計

17.小川隆久君追悼

18。 好学院理英正風居士

19.祖父の写真

20。 わが水泳―その 2

■その 3 昭和58(1983)年 6月 ■

口絵  カサ ドーロ (ヴ ェネツイア)の
アーチの等色線

序

内藤多仲先生

六花会講演メモ

父子で工学博士

コロンビア大学 と松井研

ナジ、ヤノシ君の こと

佐藤清君を囲む会祝辞

松尾源三

双曲座標について

フラッ トスラブの柱配置

光弾性手法による建物 の設計
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11.福 岡市庁舎

12.真野町役場の工事

13.献体の塔

14.わ が水泳

15。 古
‐
いアルバムから

16.あ る推薦文

17. 条籠  言己

■その 4 昭和59(1984)年 6月 ■

序

1.真野町新庁舎完成

2. トラス雑話

3.二方向中空スラブの実施例

4.貯炭場屋根の実験 と解析

5。 内藤賞のことな ど

6.村野賞のことなど

7.川島定雄先生について

8.大学院時代の思い出など

9. 若か りし頃

10.戦時中の日々

11.若林真洋君のこと

12.ナ ジ・ ヤノシ君の こと

13.あ る建物の裁判における診断

14.PC鋼 棒が切れた

15. オっがzК泳

16. :集 まり, いろいろ

17.報告など

付録 1「 早稲田建築」アンケー ト

付録 2「 新潟県人」のインタビュー

言己ヨロ

付録 3「 日経アーキテクチ ュア」イ

ンタビュー記事

■その 5 昭和60(1985)年 6月 ■

口絵 母の絵

序

1.理工学部校舎の構造設計について

2.中空 スラブ20年

3.フ ラ ッ トスラブの柱 配 置―その

2-
4.東野高校の本構造

5。 AIRSOLIDの 構造について

6。 中村誠吾君結婚披露宴 にて

7.石井勇先生告別式弔辞

8.佐藤常三先生の思い出

9.海野重男君の一周忌にて

10.広川賢作君の思い出

11.わ が水泳―その 5-
12.こ の一年

13.報告な ど

■その 6 日召和61(1986)年 5月 ■

序

1.建築―私 との出会い

2.入門書雑話

3.木造雑話

4.松井研 のモアレ装置

5。 DUNA
6.難波治之君の結婚式の祝辞

7.柴田陽三君の受賞

8.山脇 健君について

9。 「建築技術」読者コーナー・ Q&A
10.献体の塔竣工

11.「銀座 1-1ビル」のことなど

12.渡辺洋治 さんの思い出

13.練習 について

14.わ が水泳―その 6-
15.こ の一年

16. 雑  言己

■その 7 日召和62(1987)年 4月 ■

口絵 新町紙雛

序

1.ボイ ドラーメン雑話



2.台湾での講演

3.私の学位論文の頃

4.多摩美 との40年

5.内藤先生御生誕百年記念パーティ

ー開会のあいさつ

6.蛭田賞 について

7.ハ ラース教授逝去

8。 「 ミッキー」に「カウ」 と呼 ばれ′

て

9.築地小劇場のことなど

10.魚占

11。 「見える力学」の出版

12。 わが水泳―その 7-

13. こ(D一年

■その 8 昭和 62(1987)年 12月 ■

序

1.名古屋市体育館の竣工

2.宝塚造形芸術大学の竣工

3.新鶴子ダム取水塔竣工

4.葉さんのパーティーでのあいさつ

5。 今井兼次先生逝去

6.鶴田明先生告別式弔辞

7.蛭田捨太郎先生を偲ぶ会

8.長井啓次君のお父さん

9.ブラジルの叔父

10.ベル リン最後の日

11.三君の学位論文

12.松井研の修士の人数

13.私の誕生 日パーティー

14。 この春か ら夏 まで

■その 9 日召和63(1988)年 4月 ■

序

1.木造 トラス架構の接合部 の設計

2.竹の ドーム

3.塔 と私
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4.川崎 ミュージアムの ドーム

5.ピ ラミッド王の間近傍の応力

6.城の石垣の曲線

7.な ら・ シルクロー ド博

8.早稲田佐渡人会

9.稲門建築会会長

10.博士学位授与式

11.小出檜重展

12.父死去

13.こ の半年のアルバム

14.フ ラッ トスラブの本 の書評など

15.条筐 言己

■その10 :召和63(1988)年 10月 ■

1.研究の紹介

2.MS芝 浦 ビル竣工

3.高層建築について

4。 東京都金属プレスエ業健保会館竣

工

5.福岡市庁舎竣工

6.小国町体育館竣工

7.東京都江戸東京博物館建設基本計

画

8.奈良博 と新潟博

9.佐渡の地震

10.榎田君の学位授与

11.稲門建築会東京 ドーム見学会のあ

いさつ

12.富塚卓三氏弔辞

13.安東勝男君追悼

14.わ が水泳―その 8-
15。 理工研の戦災

16. TOYOTAと TOTOYA
17.こ の半年のアルバム

18.豫雀 言己

あとが き
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■その11 平成元 (1989)年 5月 ■

1.構造パースペクティブ「佐渡グラ

ン ドホテル」

2. ドーム と開きどめ

3.私 の構造計画

4.ピ ラ ミッド王の間近傍 の応力の光

弾性実験報告―その 2-
5。 東稜高校体育館の屋根 について

6.膜構造 コンペの批評

7.木村伝事務所20周年記念パーティ

ーをこて

8.鶴 田明先生追悼

9.菊竹紀枝 さん追悼

10.加藤立蔵 さん追悼

11.ふ るさと真野

12.ハ ンガ リー紀行

13. この半年のアルバム

14.書  評

15.雑  言己

あ とが き

■その12 1平成 2(1990)年 1月 ■

1.シ ステム建築の構造 とその例につ

いて

2。  日立 シビックセンター

3.プ リンス トン使 り (瀬谷 均 )

4.ク レム ソン講演の旅 (磐田正晴 ,

手塚 升 )

5.ア ルメニア震害視察記 (内藤幸雄 )

6。 松井源吾先生 と本 (上 曽健一郎 )

7.韓国稲門建築会創立一周年記念の

8.韓 国建築学会で講演

9.藤井邦雄氏博士に

10.源吾 という名前

11.「木造の継手 と仕口」の出版

12. この半年のアルバム

13.特許な ど

あとが き

■その13 平成 2(1990)年 9月 ■

1.建築 と美のコレクション

2.続「見える力学」

3.続々「見 える力学」

4.紙筒 トラス

5。 真野小学校の構造について

6。 英国留学記

7.岩佐君学位

8.宋皓山副教授松井研ヘ

9.建物の傾 き

10.耐震壁の値段

11.「建築技術」読者 コーナー Q&A
12.田 中輝明著「ブダペス ト風景」の

序文

13。 「M」 創刊 を祝 う (縞 について )

14.諏訪町の下宿

15。 お茶がゆ

16.父 の三回忌

17。 この一年のアルバム

18.古稀の祝い

19。 「見 える力学」の英訳本の出版

20.講演会のあゆみ

あとが き

■その14 平成 3年 (1991)年 4月 ■

1.力学の雑談

2.膜の力学 と数学

3.松井賞の ことなど

4.術と学 (「建築文化」インタビュー )

5。 日立シビックセンターの構造計画

(依田定和 )

6。 松井研 と風

7.南極の風車の基礎

8。 「建築技術」Q&A



9.留学記 (小川 寛 )

10。 後藤正司先生喜寿の祝詞

11.韓国稲門建築会長来 日

12.川 島先生の写真

13.古藤田喜久雄先生追悼

14.青木安正氏追悼

15.天野晶彦君追悼

16.光弾性学会賞受賞

17.川 建技術研究所20周年視察団

18.釜山,慶州の旅

19。 わが水泳―その 9-
20。 野村愛国氏来 日

21.甲州ぶ どう

22. 佐渡 と能

23.研究室の佐渡旅行

24.最近のアルバム

25。 本の礼状

あとがき

■その15 平成 3(1991)年 7月 ■

口絵  (花東贈呈 )

1.膜のたわみ との analogy

2.対談 木造建築の可能性一設計 と

構造の立場か ら

(納賀雄嗣・松井源吾 )

3.退職 にあたって

4.「教壇 を去 るに当って」

5。 最終講義

6。 「松井名誉教授 に司葉子 さんか ら

花束」によせて (菊竹清訓 )

7.退職慰労会

8.名誉教授推薦 (尾島俊雄 )

9.サ ルバ ドリー教授 よりの手紙

10。 あの頃

11.最近のアルバム

12.続 源吾 という名前

13. 条筐  言己
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あ とが き

■その16 平成 3(1991)年 12月 ■

1.第一回松井源吾賞授賞式

「第一回松井源吾賞審査委員長 と

して」 (菊竹清訓 )

2.紙の建築 (坂  茂 )

3.家 を建てるには (高橋睦郎 )

4.留学記 (難波治之 )

5.留学地紹介 (稲井栄― )

6.追想「川島研究室」

7.風車南極 に建つ

8.海賊版

9. KEYNOTE SPEACH
10。 勲 :章

11. アルバム

12.雑1談
あとが き

■その17 :平成 4(1992)年 10月 ■

口絵 母の女学校時代の画

1.実験力学国際会議

松井先生 とアメ リカ旅行

(田中輝明 )

2.松井源吾記念会の報告 (藤本一郎 )

3.第 1回松井賞受賞者 にメグルを渡

す会

4.第 2回松井賞授賞パーティー

5.聖イグナチオ教会の ドーム

6.南極 の風車

7. cheese

8.佼成学園高校体育館 の屋根

9。 第一早稲田高等学院 クラス会など

10。 佐渡中学クラス会

11.ボ ジヤンスキー氏か らの礼状

12. ロバー トソン氏か らの礼状

13.能勢事務所研究報告会
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14.西谷章著「鉄筋 コンクリー ト構造

入門』の序

15.古 い葉書

16.ク リスマスカー ド

17. この一年のアルバム

■その19 平成 5(1993)年 9月 ■

1.賀 状

2.新御所竣工

3.江戸 。東京博物館竣工

4。 東京本願寺牛久阿弥陀大仏設計概

要 (永田良夫 )

5.木造雑話

6.コ ンク リー トスラブ雑話

7.構造 を見せる

8.叔父死去

9。 学会賞受賞

10.25年 前の学会賞受賞

11.住吉 さん建築文化賞受賞

12.サ ルバ ドリー教授の受賞

13.菊竹清訓展

14.第 3回松井賞授賞式

15。 駐 日ハ ンガ リー大使 ラーツ博士

16。 難波君 とミクラス教授 よりの手紙

17.楊君の事務所

18. 古
｀
いアルバムより

19。 最近 のアルバム

20. 染筐  認κ

■その20 平成 6(1994)年 10月 ■

1.建築構造 に関する研究 。設計・技

術指導の総合

2.田村幸雄君学会賞受賞

3. 2704

4.再春館製薬女子寮の構造 (依田定

和・ イヽナ|1月券利 )

5.サ ルバ ドリー教授 よりの手紙

6.成之助叔父受賞

7.修之助叔父追悼会

8.飯塚君追悼

9.田 中輝明君の還暦

10。 東京見学

11.最近のアルバム

12. 条筐 言己

■その18 平成 5(1993)年 3月 ■

まえが き

1.極東 ロシア旅行記 (塚越 勇 )

2.中空スラブの近況

新橋 フォレス トビルの中空スラブ

(依田定和 )

3.多摩霊園納骨堂の構造

(小野里憲一 )

4。 「木造 に学ぶ」展

5。 イタリア出張の記 (前田利民 )

6.建築人間録

7.北玲吉氏のことな ど

8.田代靖彦君の結婚式

9.池上彰一君の思い出

10.最近のアルバム

11.平板構造研究会講演

12.私 の業績

13.ク リスマスカー ド (難波治之 )

14. 栞籠 言己
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